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DP②-（1）
数学や自然
科学の素養
を活用する
情報技術者
として、コ
ミュニケー
ションスキ
ル、表現（プ
レゼンテー
ション）スキ
ル、討論ス
キルを獲得
し、国際社
会に貢献す
ることができ
る。

DP②-（2）
技術を総合
的に活用で
きる技術者
として、論理
的思考力、
傾聴スキ
ル、計画立
案スキルを
獲得し、課
題の分析と
具体化、シ
ステムの設
計、実装と
デバッグ、
評価と改善
を実行する
ことができ
る。

DP③-（1）
自分自身の
将来像（ビ
ジョン）と目
標（ゴール）
に向かって
自立した学
習活動を行
い、ビジョン
とゴールに
対して計画・
実行・評価・
改善を継
続、成長し
続けること
で最新技術
を問題解決
に活用する
ことができ
る。

DP③-（2）
国境を越え
た地球規模
の視野を持
ち、世界に
おける情報
技術の動
向・状況に
目を向け、
多種・多様
なチームと
協働するこ
とで、最先
端の情報技
術を適宜活
用する能力
を身につけ
様々な問題
に対処する
ことができ
る。

DP④-（1）
チームの目
標達成や成
長に向けて
自己の責
任・役割を
理解し、メン
バーと協働
することで
目標達成に
貢献するこ
とができる。
（メンバー
シップ）

DP④-（2）
チームの目
標達成や成
長に向けて
メンバーの
意識を高
め、集団と
して成果を
上げるため
にチームを
動かすこと
で目標達成
に貢献する
ことができ
る。（リー
ダーシップ）

AA100A01 スタートアップセミナー 1 2 必 1 春 コミュニケーション力　　自己理解力 ○ ○ ○ ◎ ○ ○

AA100A02 英語スキルⅠ 1 2 必 1 春 コミュニケーション力　　傾聴・受信力 ○ ○ ○ ◎ ○ ○

AA100A03 英語スキルⅡ 1 2 必 1 秋 コミュニケーション力　　傾聴・受信力 ○ ○ ○ ◎ ○ ○

AA200A01 英語スキルⅢ 1 2 選 2 春 コミュニケーション力　　傾聴・受信力 ○ ○ ○ ◎ ○ ○

AA200A02 英語スキルⅣ 1 2 選 2 秋 コミュニケーション力　　傾聴・受信力 ○ ○ ○ ◎ ○ ○

AA132B01 日本語スキルＡ 2 2 選 1 春 コミュニケーション力　　ディスカッション力 ○ ○ ○ ◎ ○

AA232B01 日本語スキルＢ 2 2 選 2 秋 コミュニケーション力　　ディスカッション力 ○ ○ ○ ◎ ○

AA110A01 情報スキル入門 2 2 選 1 春 プレゼンテーション力　　ＩＣＴ活用力 ○ ○ ○ ◎ ○

AA210A01 情報スキル活用 2 2 選 1 秋 プレゼンテーション力　　ＩＣＴ活用力 ○ ○ ○ ◎ ○

AA400A01 留学英語Ａ（ＴＯＥＦＬ） 1 2 選 2 春 コミュニケーション力　　傾聴・受信力 ○ ○ ○ ◎ ○ ○

AA400A02 留学英語Ｂ（ＴＯＥＦＬ） 1 2 選 2 秋 コミュニケーション力　　傾聴・受信力 ○ ○ ○ ◎ ○ ○

AA400A03 資格英語Ａ（英検） 1 2 選 2 春 コミュニケーション力　　プレゼンテーション力 ○ ○ ○ ◎ ○ ○

AA400A04 資格英語Ｂ（ＴＯＥＩＣ） 1 2 選 2 秋 コミュニケーション力　　傾聴・受信力 ○ ○ ○ ◎ ○ ○

AA432E03 イングリッシュワークショップ 1 2 選 3 春 コミュニケーション力　　クリティカル思考力 ○ ○ ○ ◎ ○ ○

AA332E01 パセオアカデミックＬ＆Ｓ　Ａ 2 4 選 1 春 コミュニケーション力　　ディスカッション力 ○ ○ ○ ◎ ○ ○

AA332E02 パセオアカデミックＬ＆Ｓ　Ｂ 2 4 選 1 秋 コミュニケーション力　　ディスカッション力 ○ ○ ○ ◎ ○ ○

AA332E03 パセオアカデミックＲ＆Ｗ　Ａ 2 4 選 1 春 コミュニケーション力　　プレゼンテーション力 ○ ○ ○ ◎ ○ ○

AA332E04 パセオアカデミックＲ＆Ｗ　Ｂ 2 4 選 1 秋 コミュニケーション力　　プレゼンテーション力 ○ ○ ○ ◎ ○ ○

AA432E01 パセオコンテンツＡ 1 2 選 1 春 コミュニケーション力　　プレゼンテーション力 ○ ○ ○ ◎ ○ ○

AA432E02 パセオコンテンツＢ 1 2 選 1 春 コミュニケーション力　　プレゼンテーション力 ○ ○ ○ ◎ ○ ○

AA132E01 ドイツ語入門Ⅰ 1 2 選 1 春 コミュニケーション力　　傾聴・受信力 ○ ○ ○ ◎ ○ ○

AA132E02 ドイツ語入門Ⅱ 1 2 選 1 秋 コミュニケーション力　　傾聴・受信力 ○ ○ ○ ◎ ○ ○

AA132E03 フランス語入門Ⅰ 1 2 選 1 春 コミュニケーション力　　傾聴・受信力 ○ ○ ○ ◎ ○ ○

AA132E04 フランス語入門Ⅱ 1 2 選 1 秋 コミュニケーション力　　傾聴・受信力 ○ ○ ○ ◎ ○ ○

AA132E05 中国語入門Ⅰ 1 2 選 1 春 コミュニケーション力　　傾聴・受信力 ○ ○ ○ ◎ ○ ○

2025年度以降 カリキュラム・マップ　（　情報工学科　）

科目
ナンバー

科目名
単
位

時
間
数

必
・
選

配
当
学
年

◎  ：「中部大学で身につく汎用力」の育成に最も寄与するもの、ディプロマ・ポリシー（ＤＰ）と最も関連するものを示す

◯　：「中部大学で身につく汎用力」の育成に寄与するもの、ディプロマ・ポリシー（ＤＰ）と関連するものを示す

ディプロマ・ポリシー（ＤＰ）

開
講
学
期

身につく基礎力
(注)

中部大学で身につく汎用力 ④あてになる人間として
実行する姿勢

①社会で必
要とされる
知識・技能

②知識・技能を活用する
思考力・判断力・表現力
等の能力

③主体性を持って多様な
人間と協働し、学び続け
る態度
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DP②-（1）
数学や自然
科学の素養
を活用する
情報技術者
として、コ
ミュニケー
ションスキ
ル、表現（プ
レゼンテー
ション）スキ
ル、討論ス
キルを獲得
し、国際社
会に貢献す
ることができ
る。

DP②-（2）
技術を総合
的に活用で
きる技術者
として、論理
的思考力、
傾聴スキ
ル、計画立
案スキルを
獲得し、課
題の分析と
具体化、シ
ステムの設
計、実装と
デバッグ、
評価と改善
を実行する
ことができ
る。

DP③-（1）
自分自身の
将来像（ビ
ジョン）と目
標（ゴール）
に向かって
自立した学
習活動を行
い、ビジョン
とゴールに
対して計画・
実行・評価・
改善を継
続、成長し
続けること
で最新技術
を問題解決
に活用する
ことができ
る。

DP③-（2）
国境を越え
た地球規模
の視野を持
ち、世界に
おける情報
技術の動
向・状況に
目を向け、
多種・多様
なチームと
協働するこ
とで、最先
端の情報技
術を適宜活
用する能力
を身につけ
様々な問題
に対処する
ことができ
る。

DP④-（1）
チームの目
標達成や成
長に向けて
自己の責
任・役割を
理解し、メン
バーと協働
することで
目標達成に
貢献するこ
とができる。
（メンバー
シップ）

DP④-（2）
チームの目
標達成や成
長に向けて
メンバーの
意識を高
め、集団と
して成果を
上げるため
にチームを
動かすこと
で目標達成
に貢献する
ことができ
る。（リー
ダーシップ）

2025年度以降 カリキュラム・マップ　（　情報工学科　）

科目
ナンバー

科目名
単
位

時
間
数

必
・
選

配
当
学
年

◎  ：「中部大学で身につく汎用力」の育成に最も寄与するもの、ディプロマ・ポリシー（ＤＰ）と最も関連するものを示す

◯　：「中部大学で身につく汎用力」の育成に寄与するもの、ディプロマ・ポリシー（ＤＰ）と関連するものを示す

ディプロマ・ポリシー（ＤＰ）

開
講
学
期

身につく基礎力
(注)

中部大学で身につく汎用力 ④あてになる人間として
実行する姿勢

①社会で必
要とされる
知識・技能

②知識・技能を活用する
思考力・判断力・表現力
等の能力

③主体性を持って多様な
人間と協働し、学び続け
る態度

AA132E06 中国語入門Ⅱ 1 2 選 1 秋 コミュニケーション力　　傾聴・受信力 ○ ○ ○ ◎ ○ ○

AA132E07 スペイン語入門Ⅰ 1 2 選 1 春 コミュニケーション力　　傾聴・受信力 ○ ○ ○ ◎ ○ ○

AA132E08 スペイン語入門Ⅱ 1 2 選 1 秋 コミュニケーション力　　傾聴・受信力 ○ ○ ○ ◎ ○ ○

AA132E09 ポルトガル語入門Ⅰ 1 2 選 1 春 コミュニケーション力　　傾聴・受信力 ○ ○ ○ ◎ ○ ○

AA132E10 ポルトガル語入門Ⅱ 1 2 選 1 秋 コミュニケーション力　　傾聴・受信力 ○ ○ ○ ◎ ○ ○

AA132E11 韓国語入門Ⅰ 1 2 選 1 春 コミュニケーション力　　傾聴・受信力 ○ ○ ○ ◎ ○ ○

AA132E12 韓国語入門Ⅱ 1 2 選 1 秋 コミュニケーション力　　傾聴・受信力 ○ ○ ○ ◎ ○ ○

AA232E01 実践外国語Ａ 1 2 選 2 春 コミュニケーション力　　傾聴・受信力 ○ ○ ○ ◎ ○ ○

AA232E02 実践外国語Ｂ 1 2 選 2 秋 コミュニケーション力　　傾聴・受信力 ○ ○ ○ ◎ ○ ○

AA900A01 語学研修Ａ 1 2 選 1 春 - ○ ○ ○ ◎ ○ ○

AA900A02 語学研修Ｂ 1 2 選 1 秋 - ○ ○ ○ ◎ ○ ○

AA100A04 日本語ⅠＡ 2 4 留必 1 春 コミュニケーション力　　ディスカッション力 ○ ○ ○ ◎

AA100A05 日本語ⅠＢ 2 4 留必 1 春 プレゼンテーション力　　ディスカッション力 ○ ○ ○ ◎

AA200A03 日本語ⅡＡ 2 4 留必 1 秋 コミュニケーション力　　調査・情報収集力 ○ ○ ○ ◎

AA200A04 日本語ⅡＢ 2 4 留必 1 秋 プレゼンテーション力　　調査・情報収集力 ○ ○ ○ ◎

AA300A01 上級日本語 1 2 留選 2 春 コミュニケーション力　　ディスカッション力 ○ ○ ○ ◎

AA133A01 世界の歴史と日本 2 2 選 1 秋 調査・情報収集力　　クリティカル思考力 ○ ○ ○ ◎

AA133B01 日本の歴史と文化 2 2 選 1 秋 調査・情報収集力　　クリティカル思考力 ○ ○ ○ ◎

AA130C01 芸術の世界 2 2 選 1 秋 クリティカル思考力　　自己理解力 ○ ○ ○ ◎

AA130C02 芸術の表現 1 2 選 1 秋 クリティカル思考力　　自己理解力 ○ ○ ○ ◎

AA130C03 映像を読む 2 2 選 1 秋 調査・情報収集力　　クリティカル思考力 ○ ○ ○ ◎

AA142B01 教育をみつめて 2 2 選 1 秋 調査・情報収集力　　クリティカル思考力 ○ ○ ○ ◎

AA129A01 哲学と思考 2 2 選 1 秋 クリティカル思考力　　自己理解力 ○ ○ ○ ◎

AA136A01 現代社会と法 2 2 選 1 秋 クリティカル思考力　　自己理解力 ○ ○ ○ ◎

AA136B01 日本の憲法 2 2 選 1 秋 クリティカル思考力　　自己理解力 ○ ○ ○ ◎
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DP②-（1）
数学や自然
科学の素養
を活用する
情報技術者
として、コ
ミュニケー
ションスキ
ル、表現（プ
レゼンテー
ション）スキ
ル、討論ス
キルを獲得
し、国際社
会に貢献す
ることができ
る。

DP②-（2）
技術を総合
的に活用で
きる技術者
として、論理
的思考力、
傾聴スキ
ル、計画立
案スキルを
獲得し、課
題の分析と
具体化、シ
ステムの設
計、実装と
デバッグ、
評価と改善
を実行する
ことができ
る。

DP③-（1）
自分自身の
将来像（ビ
ジョン）と目
標（ゴール）
に向かって
自立した学
習活動を行
い、ビジョン
とゴールに
対して計画・
実行・評価・
改善を継
続、成長し
続けること
で最新技術
を問題解決
に活用する
ことができ
る。

DP③-（2）
国境を越え
た地球規模
の視野を持
ち、世界に
おける情報
技術の動
向・状況に
目を向け、
多種・多様
なチームと
協働するこ
とで、最先
端の情報技
術を適宜活
用する能力
を身につけ
様々な問題
に対処する
ことができ
る。

DP④-（1）
チームの目
標達成や成
長に向けて
自己の責
任・役割を
理解し、メン
バーと協働
することで
目標達成に
貢献するこ
とができる。
（メンバー
シップ）

DP④-（2）
チームの目
標達成や成
長に向けて
メンバーの
意識を高
め、集団と
して成果を
上げるため
にチームを
動かすこと
で目標達成
に貢献する
ことができ
る。（リー
ダーシップ）

2025年度以降 カリキュラム・マップ　（　情報工学科　）

科目
ナンバー

科目名
単
位

時
間
数

必
・
選

配
当
学
年

◎  ：「中部大学で身につく汎用力」の育成に最も寄与するもの、ディプロマ・ポリシー（ＤＰ）と最も関連するものを示す

◯　：「中部大学で身につく汎用力」の育成に寄与するもの、ディプロマ・ポリシー（ＤＰ）と関連するものを示す

ディプロマ・ポリシー（ＤＰ）

開
講
学
期

身につく基礎力
(注)

中部大学で身につく汎用力 ④あてになる人間として
実行する姿勢

①社会で必
要とされる
知識・技能

②知識・技能を活用する
思考力・判断力・表現力
等の能力

③主体性を持って多様な
人間と協働し、学び続け
る態度

AA137A01 政治と社会 2 2 選 1 秋 クリティカル思考力　　自己理解力 ○ ○ ○ ◎

AA138A01 現代経済とビジネス 2 2 選 1 秋 クリティカル思考力　　自己理解力 ○ ○ ○ ◎

AA116C01 生活環境と人間 2 2 選 1 秋 調査・情報収集力　　クリティカル思考力 ○ ○ ○ ◎

AA141A01 心と身体 2 2 選 1 秋 クリティカル思考力　　自己理解力 ○ ○ ○ ◎

AA118A01 数学の思考法 2 2 選 1 秋 課題設定力　　クリティカル思考力 ○ ○ ○ ◎

AA118A02 物理と自然 2 2 選 1 秋 傾聴・受信力　　クリティカル思考力 ○ ○ ○ ◎

AA152A01 化学と物質 2 2 選 1 秋 課題設定力　　傾聴・受信力 ○ ○ ○ ◎

AA168G01 生物と環境 2 2 選 1 秋 課題設定力　　傾聴・受信力 ○ ○ ○ ◎

AA124B01 生命と医療 2 2 選 1 秋 課題設定力　　傾聴・受信力 ○ ○ ○ ◎

AA219A01 科学技術と社会 2 2 選 1 秋 コミュニケーション力　　ディスカッション力 ○ ○ ○ ◎

AA150D01 地球と生命 2 2 選 1 秋 傾聴・受信力　　クリティカル思考力 ○ ○ ○ ◎

AA147E01 データサイエンスのための数理要論 2 2 選 1 秋 ＩＣＴ活用力　　クリティカル思考力 ○ ○ ○ ◎

AA110C01 問題解決のための統計学入門 2 2 選 1 秋 ＩＣＴ活用力　　クリティカル思考力 ○ ○ ○ ◎

AA216B01 人類と資源 2 2 選 2 春 コミュニケーション力　　ディスカッション力 ○ ○ ○ ◎

AA216B02 持続学のすすめ 2 2 選 2 春 コミュニケーション力　　クリティカル思考力 ○ ○ ○ ◎

AA222B01 地域の防災と安全 2 2 選 2 春 コミュニケーション力　　課題設定力 ○ ○ ○ ◎

AA250A01 地球を観る 2 2 選 2 春 傾聴・受信力　　クリティカル思考力 ○ ○ ○ ◎

AA216B03 グローバル環境論 2 2 選 2 春 傾聴・受信力　　クリティカル思考力 ○ ○ ○ ◎

AA116B01 地域共生実践 2 2 選 1 秋 コミュニケーション力　　傾聴・受信力 ○ ○ ○ ◎

AA124C01 健康科学 1 2 必 1 春 コミュニケーション力　　ディスカッション力 ○ ○ ○ ◎ ○

AA124B02 スポーツＡ 1 2 選 2 春 コミュニケーション力　　ディスカッション力 ○ ○ ○ ◎

AA124B03 スポーツＢ 1 2 選 2 秋 コミュニケーション力　　ディスカッション力 ○ ○ ○ ◎

AA124B04 スポーツＣ 1 2 選 2 春 コミュニケーション力　　ディスカッション力 ○ ○ ○ ◎

AA124B05 スポーツ活動Ａ 1 2 選 1 春 - ○ ○ ○ ◎

AA124B06 スポーツ活動Ｂ 1 2 選 1 秋 - ○ ○ ○ ◎
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実
行
力

DP②-（1）
数学や自然
科学の素養
を活用する
情報技術者
として、コ
ミュニケー
ションスキ
ル、表現（プ
レゼンテー
ション）スキ
ル、討論ス
キルを獲得
し、国際社
会に貢献す
ることができ
る。

DP②-（2）
技術を総合
的に活用で
きる技術者
として、論理
的思考力、
傾聴スキ
ル、計画立
案スキルを
獲得し、課
題の分析と
具体化、シ
ステムの設
計、実装と
デバッグ、
評価と改善
を実行する
ことができ
る。

DP③-（1）
自分自身の
将来像（ビ
ジョン）と目
標（ゴール）
に向かって
自立した学
習活動を行
い、ビジョン
とゴールに
対して計画・
実行・評価・
改善を継
続、成長し
続けること
で最新技術
を問題解決
に活用する
ことができ
る。

DP③-（2）
国境を越え
た地球規模
の視野を持
ち、世界に
おける情報
技術の動
向・状況に
目を向け、
多種・多様
なチームと
協働するこ
とで、最先
端の情報技
術を適宜活
用する能力
を身につけ
様々な問題
に対処する
ことができ
る。

DP④-（1）
チームの目
標達成や成
長に向けて
自己の責
任・役割を
理解し、メン
バーと協働
することで
目標達成に
貢献するこ
とができる。
（メンバー
シップ）

DP④-（2）
チームの目
標達成や成
長に向けて
メンバーの
意識を高
め、集団と
して成果を
上げるため
にチームを
動かすこと
で目標達成
に貢献する
ことができ
る。（リー
ダーシップ）

2025年度以降 カリキュラム・マップ　（　情報工学科　）

科目
ナンバー

科目名
単
位

時
間
数

必
・
選

配
当
学
年

◎  ：「中部大学で身につく汎用力」の育成に最も寄与するもの、ディプロマ・ポリシー（ＤＰ）と最も関連するものを示す

◯　：「中部大学で身につく汎用力」の育成に寄与するもの、ディプロマ・ポリシー（ＤＰ）と関連するものを示す

ディプロマ・ポリシー（ＤＰ）

開
講
学
期

身につく基礎力
(注)

中部大学で身につく汎用力 ④あてになる人間として
実行する姿勢

①社会で必
要とされる
知識・技能

②知識・技能を活用する
思考力・判断力・表現力
等の能力

③主体性を持って多様な
人間と協働し、学び続け
る態度

AA124B07 スポーツ活動Ｃ 1 2 選 1 春 - ○ ○ ○ ◎

AA124B08 スポーツ活動Ｄ 1 2 選 1 秋 - ○ ○ ○ ◎

AA124B09 スポーツ活動Ｅ 1 2 選 1 春 - ○ ○ ○ ◎

AA124B10 スポーツ活動Ｆ 1 2 選 1 秋 - ○ ○ ○ ◎

AA124B11 スポーツ活動Ｇ 1 2 選 1 春 - ○ ○ ○ ◎

AA124B12 スポーツ活動Ｈ 1 2 選 1 秋 - ○ ○ ○ ◎

AA900A03 リベラルアーツ課題演習Ａ 2 2 選 3 春 ディスカッション力　　クリティカル思考力 ○ ○ ○ ◎

AA900A04 リベラルアーツ課題演習Ｂ 2 2 選 3 春 ディスカッション力　　クリティカル思考力 ○ ○ ○ ◎

AA900A05 リベラルアーツ課題演習Ｃ 2 2 選 3 春 ディスカッション力　　クリティカル思考力 ○ ○ ○ ◎

AA142D01 自己開拓Ａ 1 2 選 1 秋 ディスカッション力　　自己理解力 ○ ○ ○ ◎

AA142D02 自己開拓Ｂ 1 2 選 1 秋 ディスカッション力　　自己理解力 ○ ○ ○ ◎

AE147C01 数学基礎 2 2 選 1 春 コミュニケーション力　　傾聴・受信力 ○ ○ ○ ◎ ○

AE149D01 物理概論 2 2 選 1 春 コミュニケーション力　　傾聴・受信力 ○ ○ ○ ◎ ○

AE147C02 微分積分学Ⅰ 3 4 必 1 春 傾聴・受信力　　クリティカル思考力 ○ ○ ○ ◎ ○ ○

AE247C01 微分積分学Ⅱ 3 4 選 1 秋 傾聴・受信力　　クリティカル思考力 ○ ○ ○ ◎ ○ ○

AE247A01 線形代数 3 4 必 1 春 傾聴・受信力　　クリティカル思考力 ○ ○ ○ ◎ ○ ○

AE149D02 基礎力学 2 2 選 1 春 コミュニケーション力　　傾聴・受信力 ○ ○ ○ ◎ ○

AE152A01 基礎化学 2 2 選 1 春 課題設定力　　傾聴・受信力 ○ ○ ○ ◎ ○

AE144F01 創造理工学実験 2 4 選 1 春 調査・情報収集力　　傾聴・受信力 ○ ○ ○ ◎ ○

AE152A02 基礎化学実験 2 3 選 1 春 調査・情報収集力　　クリティカル思考力 ○ ○ ○ ◎ ○

AE247B01 ベクトル解析 2 2 選 1 秋 傾聴・受信力　　クリティカル思考力 ○ ○ ○ ◎ ○

AE247D01 微分方程式 2 2 選 2 春 課題設定力　　クリティカル思考力 ○ ○ ○ ◎ ○

AE247D02 応用数学 2 2 選 2 春 課題設定力　　クリティカル思考力 ○ ○ ○ ◎ ○

AE156A01 基礎電磁気学 2 2 選 1 秋 コミュニケーション力　　傾聴・受信力 ○ ○ ○ ◎ ○

AE255E01 熱学 2 2 選 1 秋 コミュニケーション力　　傾聴・受信力 ○ ○ ○ ◎ ○

AE152C01 基礎材料化学 2 2 選 1 秋 課題設定力　　傾聴・受信力 ○ ○ ○ ◎ ○

AE200A01 生物と工学 2 2 選 2 秋 調査・情報収集力　　傾聴・受信力 ○ ○ ○ ◎ ○
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DP②-（1）
数学や自然
科学の素養
を活用する
情報技術者
として、コ
ミュニケー
ションスキ
ル、表現（プ
レゼンテー
ション）スキ
ル、討論ス
キルを獲得
し、国際社
会に貢献す
ることができ
る。

DP②-（2）
技術を総合
的に活用で
きる技術者
として、論理
的思考力、
傾聴スキ
ル、計画立
案スキルを
獲得し、課
題の分析と
具体化、シ
ステムの設
計、実装と
デバッグ、
評価と改善
を実行する
ことができ
る。

DP③-（1）
自分自身の
将来像（ビ
ジョン）と目
標（ゴール）
に向かって
自立した学
習活動を行
い、ビジョン
とゴールに
対して計画・
実行・評価・
改善を継
続、成長し
続けること
で最新技術
を問題解決
に活用する
ことができ
る。

DP③-（2）
国境を越え
た地球規模
の視野を持
ち、世界に
おける情報
技術の動
向・状況に
目を向け、
多種・多様
なチームと
協働するこ
とで、最先
端の情報技
術を適宜活
用する能力
を身につけ
様々な問題
に対処する
ことができ
る。

DP④-（1）
チームの目
標達成や成
長に向けて
自己の責
任・役割を
理解し、メン
バーと協働
することで
目標達成に
貢献するこ
とができる。
（メンバー
シップ）

DP④-（2）
チームの目
標達成や成
長に向けて
メンバーの
意識を高
め、集団と
して成果を
上げるため
にチームを
動かすこと
で目標達成
に貢献する
ことができ
る。（リー
ダーシップ）

2025年度以降 カリキュラム・マップ　（　情報工学科　）

科目
ナンバー

科目名
単
位

時
間
数

必
・
選

配
当
学
年

◎  ：「中部大学で身につく汎用力」の育成に最も寄与するもの、ディプロマ・ポリシー（ＤＰ）と最も関連するものを示す

◯　：「中部大学で身につく汎用力」の育成に寄与するもの、ディプロマ・ポリシー（ＤＰ）と関連するものを示す

ディプロマ・ポリシー（ＤＰ）

開
講
学
期

身につく基礎力
(注)

中部大学で身につく汎用力 ④あてになる人間として
実行する姿勢

①社会で必
要とされる
知識・技能

②知識・技能を活用する
思考力・判断力・表現力
等の能力

③主体性を持って多様な
人間と協働し、学び続け
る態度

AE147A01 応用線形代数 2 2 選 1 秋 調査・情報収集力　　ＩＣＴ活用力 ○ ○ ○ ◎ ○

AE212D01 数理科学Ａ 2 2 選 1 秋 ＩＣＴ活用力　　クリティカル思考力 ○ ○ ○ ◎ ○

AE247E01 数理科学Ｂ 2 2 選 3 春 調査・情報収集力　　クリティカル思考力 ○ ○ ○ ◎ ○

AE147E01 データサイエンスの基礎 2 2 選 1 秋 プレゼンテーション力　　調査・情報収集力 ○ ○ ○ ◎ ○

AE211A01 問題解決のためのアルゴリズムとデータ構造 2 2 必 2 春 ＩＣＴ活用力　　クリティカル思考力 ○ ○ ○ ◎ ○ ○

AE212D02 人工知能アルゴリズムの活用 2 2 選 2 秋 調査・情報収集力　　ＩＣＴ活用力 ○ ○ ○ ◎ ○

AE310A01 データサイエンスプログラミング 1 2 選 2 秋 課題設定力　　自己理解力 ○ ○ ○ ◎ ○ ○

AE222A01 管理工学 2 2 選 1 春 課題設定力　　企画・計画力 ○ ○ ○ ◎

AE115A01 環境工学 2 2 選 2 春 調査・情報収集力　　企画・計画力 ○ ○ ○ ◎

AE222A02 安全工学 2 2 選 3 春 課題設定力　　クリティカル思考力 ○ ○ ○ ◎

AE222A03 工学倫理 2 2 選 1 春 課題設定力　　クリティカル思考力 ○ ○ ○ ◎

AE122A01 社会と工学 2 2 選 1 春 課題設定力　　クリティカル思考力 ○ ○ ○ ◎

AE100A01 企業と工学 2 2 選 1 春 課題設定力　　クリティカル思考力 ○ ○ ○ ◎

AE210A01 物質の量子論的基礎と量子コンピュータ入門 2 2 選 1 秋 課題設定力　　クリティカル思考力 ○ ○ ○ ◎

AE212D03 ＡＩのための脳神経科学 2 2 選 1 秋 傾聴・受信力　　自己理解力 ○ ○ ○ ◎

AE300A01 インターンシップスタートプログラム 1 1 選 3 春 - ○ ○ ○ ◎ ○ ○

AE300A03 インターンシップ 1 3 選 3 春 - ○ ○ ○ ◎ ○ ○

EP147E01 情報数学 2 2 必 1 秋 調査・情報収集力　　クリティカル思考力 ◎ ○ ○ ◎ ○ ○

EP110A01 形式言語とオートマトン 2 2 選 2 春 調査・情報収集力　　クリティカル思考力 ◎ ○ ○ ◎ ○ ○

EP211A01 計算機アーキテクチャ 2 2 必 2 春 調査・情報収集力　　ＩＣＴ活用力 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○

EP211B01 オペレーティングシステム 2 2 選 2 秋 調査・情報収集力　　ＩＣＴ活用力 ◎ ○ ○ ◎ ○ ○

EP311B01 コンパイラ 2 2 選 3 春 調査・情報収集力　　クリティカル思考力 ◎ ○ ◎ ○

EP310A02 計算論とプログラミング言語論 2 2 選 3 秋 調査・情報収集力　　クリティカル思考力 ◎ ○ ◎ ○

EP111B01 情報処理演習 1 2 必 1 春 ＩＣＴ活用力　　クリティカル思考力 ◎ ○ ◎ ○

EP111B02 Ｃ言語基礎 3 4 必 1 秋 課題設定力　　企画・計画力 ◎ ○ ○ ◎ ○

EP211B02 Ｃ言語応用 3 4 必 2 春 課題設定力　　ＩＣＴ活用力 ◎ ○ ○ ◎ ○

EP211B03 プログラム演習 1 3 必 2 秋 企画・計画力　　クリティカル思考力 ◎ ○ ○ ◎ ○
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DP②-（1）
数学や自然
科学の素養
を活用する
情報技術者
として、コ
ミュニケー
ションスキ
ル、表現（プ
レゼンテー
ション）スキ
ル、討論ス
キルを獲得
し、国際社
会に貢献す
ることができ
る。

DP②-（2）
技術を総合
的に活用で
きる技術者
として、論理
的思考力、
傾聴スキ
ル、計画立
案スキルを
獲得し、課
題の分析と
具体化、シ
ステムの設
計、実装と
デバッグ、
評価と改善
を実行する
ことができ
る。

DP③-（1）
自分自身の
将来像（ビ
ジョン）と目
標（ゴール）
に向かって
自立した学
習活動を行
い、ビジョン
とゴールに
対して計画・
実行・評価・
改善を継
続、成長し
続けること
で最新技術
を問題解決
に活用する
ことができ
る。

DP③-（2）
国境を越え
た地球規模
の視野を持
ち、世界に
おける情報
技術の動
向・状況に
目を向け、
多種・多様
なチームと
協働するこ
とで、最先
端の情報技
術を適宜活
用する能力
を身につけ
様々な問題
に対処する
ことができ
る。

DP④-（1）
チームの目
標達成や成
長に向けて
自己の責
任・役割を
理解し、メン
バーと協働
することで
目標達成に
貢献するこ
とができる。
（メンバー
シップ）

DP④-（2）
チームの目
標達成や成
長に向けて
メンバーの
意識を高
め、集団と
して成果を
上げるため
にチームを
動かすこと
で目標達成
に貢献する
ことができ
る。（リー
ダーシップ）

2025年度以降 カリキュラム・マップ　（　情報工学科　）

科目
ナンバー

科目名
単
位

時
間
数

必
・
選

配
当
学
年

◎  ：「中部大学で身につく汎用力」の育成に最も寄与するもの、ディプロマ・ポリシー（ＤＰ）と最も関連するものを示す

◯　：「中部大学で身につく汎用力」の育成に寄与するもの、ディプロマ・ポリシー（ＤＰ）と関連するものを示す

ディプロマ・ポリシー（ＤＰ）

開
講
学
期

身につく基礎力
(注)

中部大学で身につく汎用力 ④あてになる人間として
実行する姿勢

①社会で必
要とされる
知識・技能

②知識・技能を活用する
思考力・判断力・表現力
等の能力

③主体性を持って多様な
人間と協働し、学び続け
る態度

EP312B01 オブジェクト指向言語 3 4 選 3 春 課題設定力　　企画・計画力 ◎ ○ ○ ◎ ○

EP311C01 ソフトウェア工学 2 2 選 3 春 調査・情報収集力　　クリティカル思考力 ◎ ○ ◎ ○

EP211A02 データベース 2 2 選 2 秋 企画・計画力　　ＩＣＴ活用力 ◎ ○ ○ ◎ ○

EP311F01 情報セキュリティ 2 2 必 2 春 調査・情報収集力　　課題設定力 ◎ ○ ◎ ○

EP210A01 情報理論 2 2 必 2 秋 課題設定力　　クリティカル思考力 ◎ ○ ○ ◎ ○

EP356D01 通信ネットワーク 2 2 選 3 春 調査・情報収集力　　課題設定力 ◎ ○ ○ ◎ ○

EP312B03 画像情報処理 2 2 選 3 春 調査・情報収集力　　課題設定力 ◎ ○ ○ ◎ ○

EP311E01 コンピュータグラフィックス 2 2 選 3 秋 調査・情報収集力　　ＩＣＴ活用力 ◎ ○ ○ ◎ ○

EP312D01 知能情報工学 2 2 選 3 春 調査・情報収集力　　課題設定力 ◎ ○ ◎ ○

EP310A03 機械学習 2 2 選 3 秋 調査・情報収集力　　課題設定力 ◎ ○ ○ ◎ ○

EP312C01 ヒューマンコンピュータインタラクション 2 2 選 3 秋 調査・情報収集力　　ＩＣＴ活用力 ◎ ○ ○ ○ ◎

EP211E01 数値解析 2 2 必 2 春 課題設定力　　クリティカル思考力 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○

EP310A04 オペレーションズリサーチ 2 2 選 3 春 課題設定力　　クリティカル思考力 ◎ ○ ○ ◎ ○ ○

EP156C04 基礎電気・電子回路 2 2 選 1 春 調査・情報収集力　　ＩＣＴ活用力 ◎ ○ ○ ○ ○ ◎

EP156C03 論理回路 2 2 必 2 春 課題設定力　　クリティカル思考力 ◎ ○ ○ ◎ ○

EP210B01 システム制御工学 2 2 選 2 秋 課題設定力　　クリティカル思考力 ◎ ○ ◎ ○

EP356D02 デジタル信号処理 2 2 選 3 春 課題設定力　　クリティカル思考力 ◎ ○ ◎ ○

EP312B04 音声情報処理 2 2 選 3 秋 調査・情報収集力　　ＩＣＴ活用力 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎

EP312B06 情報工学実験Ａ 2 4 必 3 春 ディスカッション力　　調査・情報収集力 ◎ ○ ○ ◎ ○ ○

EP311B03 情報工学実験Ｂ 2 4 必 3 秋 ディスカッション力　　調査・情報収集力 ◎ ○ ○ ◎ ○ ○

EP210A02 情報技術者演習Ａ 1 2 選 2 春 調査・情報収集力　　ＩＣＴ活用力 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○

EP210A03 情報技術者演習Ｂ 1 2 選 2 秋 企画・計画力　　ＩＣＴ活用力 ○ ○ ◎ ○ ○ ◎

EP332C01 情報技術英語Ａ 1 2 選 3 春 コミュニケーション力　　調査・情報収集力 ○ ◎ ○ ◎

EP332C02 情報技術英語Ｂ 1 2 選 3 秋 コミュニケーション力　　傾聴・受信力 ○ ◎ ◎ ○

EP313C01 企業情報システムと倫理 2 2 選 3 秋 調査・情報収集力　　傾聴・受信力 ○ ◎ ○ ◎ ○
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DP②-（1）
数学や自然
科学の素養
を活用する
情報技術者
として、コ
ミュニケー
ションスキ
ル、表現（プ
レゼンテー
ション）スキ
ル、討論ス
キルを獲得
し、国際社
会に貢献す
ることができ
る。

DP②-（2）
技術を総合
的に活用で
きる技術者
として、論理
的思考力、
傾聴スキ
ル、計画立
案スキルを
獲得し、課
題の分析と
具体化、シ
ステムの設
計、実装と
デバッグ、
評価と改善
を実行する
ことができ
る。

DP③-（1）
自分自身の
将来像（ビ
ジョン）と目
標（ゴール）
に向かって
自立した学
習活動を行
い、ビジョン
とゴールに
対して計画・
実行・評価・
改善を継
続、成長し
続けること
で最新技術
を問題解決
に活用する
ことができ
る。

DP③-（2）
国境を越え
た地球規模
の視野を持
ち、世界に
おける情報
技術の動
向・状況に
目を向け、
多種・多様
なチームと
協働するこ
とで、最先
端の情報技
術を適宜活
用する能力
を身につけ
様々な問題
に対処する
ことができ
る。

DP④-（1）
チームの目
標達成や成
長に向けて
自己の責
任・役割を
理解し、メン
バーと協働
することで
目標達成に
貢献するこ
とができる。
（メンバー
シップ）

DP④-（2）
チームの目
標達成や成
長に向けて
メンバーの
意識を高
め、集団と
して成果を
上げるため
にチームを
動かすこと
で目標達成
に貢献する
ことができ
る。（リー
ダーシップ）

2025年度以降 カリキュラム・マップ　（　情報工学科　）

科目
ナンバー

科目名
単
位

時
間
数

必
・
選

配
当
学
年

◎  ：「中部大学で身につく汎用力」の育成に最も寄与するもの、ディプロマ・ポリシー（ＤＰ）と最も関連するものを示す

◯　：「中部大学で身につく汎用力」の育成に寄与するもの、ディプロマ・ポリシー（ＤＰ）と関連するものを示す

ディプロマ・ポリシー（ＤＰ）

開
講
学
期

身につく基礎力
(注)

中部大学で身につく汎用力 ④あてになる人間として
実行する姿勢

①社会で必
要とされる
知識・技能

②知識・技能を活用する
思考力・判断力・表現力
等の能力

③主体性を持って多様な
人間と協働し、学び続け
る態度

EP111B03 創成Ａ 1 2 必 1 春 企画・計画力　　クリティカル思考力 ◎ ○ ○ ◎ ○

EP211B04 創成Ｂ 2 4 選 1 秋 コミュニケーション力　　ディスカッション力 ○ ○ ◎ ○ ○ ◎

EP211B05 創成Ｃ 2 4 選 2 春 コミュニケーション力　　ディスカッション力 ○ ○ ◎ ○ ○ ◎

EP211B06 創成Ｄ 2 4 選 2 秋 企画・計画力　　傾聴・受信力 ○ ○ ◎ ○ ○ ◎

EP311C03 情報工学ゼミナールＡ 1 2 必 3 春 ＩＣＴ活用力　　クリティカル思考力 ◎ ○ ○ ◎ ○ ○

EP311C02 情報工学ゼミナールＢ 1 2 必 3 秋 コミュニケーション力　　ディスカッション力 ◎ ○ ○ ◎ ○ ○

EP200A01 総合工学概論 2 2 選 3 春 プレゼンテーション力　　ディスカッション力 ◎ ○ ○ ◎ ○ ○

EP110A02 情報工学概論 2 2 選 1 秋 - ○ ◎ ○ ◎ ○ ○

EP400A01 卒業研究 4 8 必 4 通年 コミュニケーション力　　クリティカル思考力 ◎ ○ ○ ◎ ○ ○

1 15 0 0 0 0 0 0 0 20 2 0 1 0 0 0
6 3 20 1 11 2 2 4 1 1 6 16 7 2 4 2
7 18 20 1 11 2 2 4 1 21 8 16 8 2 4 2

(注)「身につく基礎力」(10つの能力で構成)は、2023年度以前に入学した学部生を対象に設定されたものです。

必修◎

必修○

計
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